韓国山岳雑誌mountain９月号　ピープル
　　　　韓中日大学生交流登攀の記録-通訳担当した村越稔氏 

"一緒に山に登って昨日,今日,明日を話しましょう"

 去る 8月 6日から 12日まで韓国山岳会主催で 韓中日大学生交流登山会が開かれました。この行事は 3ヶ国の大学生達が '山’という共通分母で一緒になる場所だ。 

 '山’という共通の主題を持って集まっても正確な意思疎通が必要だ。 日本山岳会の記録を担当する村越稔氏は写真撮影だけでなく行事の通訳も受け持った。  英語は言うまでもなく,韓国語と中国語にも堪能なためだ。 

 今年 67歳の村越氏が日本山岳会に入会したのは 5年ほど前でしかない。 それ以前は夏だけ山に通う普通の登山客だった。  本来コンピューターエンジニアで 30代からは銀行システムを作る仕事をしてきた。  職業上我が国と中国をはじめとして、海外滞留が多かった彼はその国の言語を時折教えてもらった。  韓国と中国の技術者達と交流をしてきた彼は定年退職して '日本人の先祖はだれか'　に興味を持ち,日本の放送大学院に入学して古墳を研究し始めた。 韓国の南部地方,中国と北朝鮮の国境地域,ソウル石村洞等の韓国古墳も研究して修士論文を発表した。 

 また同じ時期に 「冬山の写真に撮りたい」と考えた。 彼は 「夏山は一人でも通うことができるが、冬山はそうでない」と 「専門登山技術を学ぶために日本山岳会に入会した」と説明した。 村越氏が日本山岳会に入会して、記録担当として初めの仕事は、日本の登山家田辺治氏追悼記念 DVDを製作した仕事だ。 その次には 2011年に創立５０周年を迎えた日本山岳会東海支部記念DVDを製作した。 彼はエベレスト,　ローツェ,　ダウラギリ等を撮るためにヒマラヤへ向かった。 

 「ローツェ南壁を撮るために 6189mのアイルランドピークに登りました。  高所の症状無く帰ってきた私にシェルパが 'あなたは、 8000mの山にも行くことができる'　と話しました。  自分では登ることができると考えなかったが、シェルパがそんな話をして勇気が出ました。  それで '人生最初であり最後の機会'　と考えて 8000m級峰の中で比較的登りやすいチョーオユー(8201m)に登りました。」

 2012年 8月に中国武漢で開かれた韓中日大学生交流登山会に記録担当で参加して,

今まで毎年参加している。  昨年日本富士山で開いた韓中日登攀交流会に参加することを機会に東海支部記録係から本部の記録担当を受け持った。  村越氏はこの夏に慶煕大学校韓国語語学堂の授業を受けた。  折りよく交流行事が韓国で開かれ参加した。 

「平和な時代にはいくらでも交流できます。  けれども国家間に問題が生じたときには交流がむずかしいです。  3ヶ国の歴史と文化を理解しながら国家間に摩擦がある時期こそ '山’という主題で 3ヶ国が交流を継続して行くように努力します」
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